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「
令
和
８
年
度
夏
あ
ら
か
わ
俳
句
吟
行
会
」

で
は
計
1
6
5
句
の
投
句
が
あ
り
ま
し
た
。
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佐
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忠
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者都
電
荒
川
線

題
昭
和
と
い
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終
着
駅
へ
白は

く

雨う

抜
け
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京
都
市
・
岸
野
由
夏
里
さ
ん
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雲
の
峰
め
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都
電
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走
り
か
な
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・
木
下
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穂
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拭
き
残
し
た
口
遊
園
前

（
荒
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さ
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追
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荒あ
ら

神み

輿こ
し

都
電
の
客
も
肩
ゆ
ら
す

（
荒
川
区
・
髙
仲
絹
さ
ん
）

　
夏
祭
り
の
熱
気
が
都
電
の
車
内

ま
で
染
み
渡
り
、
地
域
の
一
体
感

が
軽
や
か
に
伝
わ
る
句
。
動
と
静

の
対
比
が
巧
み
で
、
肩
の
揺
れ
に

祭
り
の
鼓
動
が
宿
る
。
荒
川
区
ら

し
い
土
地
性
も
生
き
て
い
る
秀

句
。
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　「第41回あらかわ俳壇」では計1610句の投句が
ありました。
※佳作は、荒川区ホームページでご覧ください

荒川区俳句連盟会長・佐々木忠利氏選 者

あらかわ俳壇事務局（文化交流推進課内）　☎（３８０２）３７９５問合せ

あらかわ俳壇入選作品発表入選作品発表第41回

あらかわ俳壇作品募集作品募集第43回

小中学生の部（計251句）

前
髪
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介
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茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校
１
年
・

 

し
ょ
う
ば
し
ょ
う
さ
ん
）

五
月
晴
れ
仲
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純
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汐
入
小
学
校
５
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中
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日
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風
薫
る
視
界
を
埋
め
る
白
い
も
や

（
春
日
市
立
春
日
中
学
校
3
年
・
山
本
菜
音
さ
ん
）

　
薫
風
の
爽
や
か
さ
と
「
白
い
も
や
」
の
不
安
定
さ
が
対

照
的
で
、
季
節
感
が
際
立
つ
一
句
。
写
生
と
し
て
素
直

で
、
情
景
の
奥
行
き
も
あ
り
ま
す
。
も
や
の
正
体
を
読
者

に
委
ね
る
余
韻
が
魅
力
で
す
。
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入 選
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盤
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若
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の
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な

（
茅
ヶ
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・
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彦
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葉
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句
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葉
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「
し
ず
し
ず
と
」
の
古
典
語
が
花
吹
雪
の
動
き
を
儀
式

の
よ
う
な
美
へ
昇
華
さ
せ
、
川
へ
降
り
る
花
片
が
人
生
の

儚
さ
と
自
然
の
営
み
を
重
ね
る
。
視
覚
、
聴
覚
、
時
間
の

流
れ
が
一
句
に
宿
り
、
静
け
さ
の
中
に
精
神
性
が
立
ち
上

が
る
句
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
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）

12月31日㈭消印有効締 切 り

▶一般の部…………15歳以上の方（中学生は不可）
▶小中学生の部……中学生以下の方対 象

荒川区俳句連盟会長・佐々木忠利氏選 者

▶特選（１句）…… 区内共通お買い物券3000円分（小中
学生の部は、図書カードN

ネ ク ス ト

EXT1000
円分）、俳句グッズ

▶入選（５句）……俳句グッズ
▶佳作（10句）

賞・賞品
（各部門）

区役所３階文化交流推進課、あらかわエコセンター等の各
投句箱、はがき・ファクス・荒川区ホームページで、応募
部門・住所・氏名（ふりがな）・年齢（小中学生の部は学
校名・学年も）・電話番号・俳号（ある方のみ・ふりがな
も）・作品（ふりがな）を記入
※ 未発表の作品に限ります　※投句数の上限はありません
※応募原稿は返却せず、著作権は荒川区に帰属します

投句方法

〒116-8501（住所不要）あらかわ俳壇事務局（文化交流
推進課内）
☎ （３８０２）３７９５　ふ（３８０２）４７６９

応 募

■木
き

守
も り

〔晩秋〕
　柿の木等で、鳥のため・来年のために「一つだけ残して
おく実」。
　やさしい心が宿る季語で、初心者にも詠みやすいです。

 　「冬がすぐそこまで来ている気配」。
 　寒さの兆し、光の弱まり、音の静けさ等、どんな場面で
も詠めます。

■冬
ふ ゆ

隣
どなり

〔晩秋〕

　家庭の温かさが出しやすく、誰でも詠める優しい季語。
　 「湯気」「白さ」「静けさ」が俳句に向いています。

■湯豆腐〔初冬〕

題

［題解説］荒川区俳句連盟会長・佐々木忠利氏

花吹雪・若葉風・麦の秋・当季雑詠題
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